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市政の動き、福祉文化財

朝
鮮
交
接
の
儀
は
、
第
一
に

人
情
・
事
勢
を
知
り
候
事
、
肝

要
に
て
候

互
い
に
欺
か
ず
争
わ
ず
、
真

実
を
以
て
交
わ
り
候
を
、
誠
信

と
は
申
し
候

享
保
13
年(

１
７
２
８)

、
対
馬

藩
の
儒
学
者
・
雨
森
芳
洲

あ
め
の
も
り
ほ
う
し
ゅ
う(

１
６

６
８
〜
１
７
５
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が
、
藩
主
に

上
申
し
た
対
朝
鮮
外
交
の
指
針
書

『
交
隣
提
醒

こ
う
り
ん
て
い
せ
い

』
の
言
葉
で
す
。「
国

に
よ
っ
て
風
儀
も
嗜
好
も
異
な
る

の
で
、
日
本
側
の
モ
ノ
サ
シ
だ
け

で
接
し
て
は
必
ず
不
都
合
が
生
じ

る
。
相
手
国
の
歴
史
・
言
葉
・
習

慣
・
人
情
や
作
法
な
ど
を
よ
く
理

解
し
尊
重
し
て
「
誠
信
の
交
わ
り

(

ま
ご
ご
ろ
の
外
交)

」
を
お
こ
な

う
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
も

の
で
す
。

芳
洲
は
、
雨
森
村
（
現
高
月
町

雨
森
）
に
生
ま
れ
た
と
い
い
、
22

歳
の
時
、
九
州
と
朝
鮮
半
島
と
の

中
間
に
浮
か
ぶ
島
・
対
馬
藩
（
現

長
崎
県
）
に
仕
え
ま
し
た
。
そ
の

頃
は
鎖
国
の
時
代
で
し
た
が
、
隣

国
朝
鮮
と
は
「
通
信
の
国
」
と
し

て
善
隣
友
好
の
交
わ
り
が
あ
り
、

対
馬
藩
は
日
本
と
朝
鮮
と
を
結
ぶ

外
交
の
窓
口
で
し
た
。

約
40
年
間
、
彼
は
儒
者
と
し
て

藩
主
ら
へ
の
進
講
の
ほ
か
、
外

交
・
貿
易
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
を
し
ま
し
た
。
芳
洲

は
自
ら
進
ん
で
朝
鮮
の
こ
と
ば

(

ハ
ン
グ
ル)

を
学
び
、
ま
た
朝
鮮

国
の
歴
史
・
習
慣
な
ど
を
よ
く
理

解
し
て
「
誠
信
の
交
わ
り
」
を
説

き
ま
し
た
。
彼
の
先
進
的
な
国
際

感
覚
は
、
現
代
な
お
指
針
と
す
べ

き
も
の
で
す
。

ま
た
芳
洲
は
、
生
涯
学
習
の
先

駆
者
で
も
あ
り
ま
す
。
晩
年
に
な

っ
て
か
ら
も
向
学
心
は
衰
え
る
こ

と
な
く
、
80
歳
を
過
ぎ
て
和
歌
を

志
し
『
古
今
和
歌
集
』
一
千
遍
詠

み
と
二
万
首
近
い
和
歌
『
芳
洲
詠

草
』
を
つ
く
り
ま
し
た
。
彼
の
思

想
・
生
涯
に
は
21
世
紀
の
国
際
社

会
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。重

文
「
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
」

と
市
指
定
「
雨
森
芳
洲
文
庫
」
は
、

雨
森
芳
洲
の
著
書
・
遺
品
な
ど
、

対
馬
雨
森
家
に
伝
来
し
た
資
料
類

で
す
。
幕
末
期
に
芳
洲
の
子
孫
二

橘
（
龍
山
）
が
整
理
し
、
既
に
散

逸
し
た
物
は
自
ら
書
写
・
補
足
し

た
も
の
で
す
。
芳
洲
の
こ
と
は
も

と
よ
り
、
当
時
の
藩
政
・
外
交
・

教
育
等
を
知
る
上
で
、
き
わ
め
て

貴
重
な
資
料
で
す
。

■問
長
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歴
史
博
物
館
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シリーズ⑲
 

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り耀いています。このコ
ーナーでは、438件※ある文化財の中から代
表的なものをシリーズで紹介します。

※平成24年６月１日現在

重要文化財（歴史資料）
「雨森芳洲関係資料」123点
長浜市指定文化財（歴史資料）
「雨森芳洲文庫」 178点
江戸時代～明治時代
所有者：芳洲会（管理団体・長浜市、高月観音の

里歴史民俗資料館保管）

雨
森
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洲
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画
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▲交隣提醒

▲芳洲詠草
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忘
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こ
う
の
み
わ
た
く
し
を
わ
す
れ
く
に
の
み
い
え
を
わ
す
る

附
十
箇
条
訓
言

第
６
代
藩
主
と
な
っ
た
宗
義
誠
公

に
上
申
し
た
藩
主
と
し
て
の
心
得

▲

第12回長浜の未来を拓く教育検討委員会
【内　容】第二次提言骨子（案）と第二次提言書（案）について
【結　果】第二次提言書（案）について審議を行いました。
【担当課】企画政策課（7６５－６５０５）

※ここでは、「クリーン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の
皆さんに市役所内で「どのような会議」が開催され、「どのような結果」にな
ったかを概略でお知らせします。

市政の動き
（９月16日～10月15日）

９ 18(火）

第16回長浜市しょうがい福祉審議会
【内　容】①長浜市しょうがい福祉プランについて②平成24年度施策・事業等について
【結　果】①②および障害者虐待防止法・障害者総合支援法について説明を行いました。
【担当課】しょうがい福祉課（7６５－６５１８）

９ 25(火）
第13回長浜の未来を拓く教育検討委員会
【内　容】第二次提言書（案）について
【結　果】26日第二次提言を前に内容の最終確認を行いました。
【担当課】企画政策課（7６５－６５０５）

９ 25(火）
第２回長浜市指定管理者選定委員会
【内　容】指定管理者候補の審査について
【結　果】西浅井公民館、余呉デイサービスセンター等の指定管理者候補の審査を行いました。
【担当課】人事課経営企画室（7６５－６７０２）

10 ３ (水）

第14回長浜の未来を拓く教育検討委員会
【内　容】①第二次提言とその後の経過②県立高等学校再編計画（案）
【結　果】①について事務局より報告し、県教委による②の説明の後、第二次提言との比較を行いました。
【担当課】企画政策課（7６５－６５０５）

10 15(月）

第４回長浜市農業集落排水事業運営協議会
【内　容】長浜市農業集落排水処理施設使用料の改定について
【結　果】使用料体系の統一に向け、今後のスケジュール、組織体制、経費等の見通しについて説明しました。
【担当課】上下水道課（7６５－１６００）

９ 21(金）

※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.nagahama.shiga.jp）をご覧ください。

“認知症”の人とその家族を支える“市民のつどい”

～支え合おう！つながろう長浜市～
「住みなれたまちで元気に暮らし続けたい」そんな想いをかなえるために、高齢になっても認知症になっ

ても、安心して心豊かに暮らせるまちづくりについて、「地域のみんなで支える」ということを一緒に考えて
みませんか？

【と　き】11月25日（日） 13時30分　開会
【ところ】リュートプラザ（びわ文化学習センター　難波町）
【内　容】第１部　作品の表彰

作文・キャラクター「オレンジロバ」等の優秀作品表彰式
第２部　認知症サポーター養成講座受講団体の活動発表　
金融機関・生活協同組合・介護保険事業所・長浜警察署など

第３部　基調講演
演題　『地域で支える認知症、地域を育てる認知症』
講師　大 谷　るみ子 氏（福岡県大牟田市のグループホーム“ふぁみりえ”ホーム長を務めるか

たわら、「ノーマリゼーション」の実現をめざし全国各地で講演を行っている。ＮＨＫ
「プロフェッショナル仕事の流儀」にも出演）

■問地域包括支援課（7６５－７８４１）

長浜市認知症キャッチフレーズ　～ほんわか　長浜市～

“認知症になっても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長浜市”HO
ほっとする
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